
フェリスエコム 令和 7 年度 地域連携推進会議 議事録 

 

NPO 法人ミスナ 

共同生活援助フェリスエコム 

会議実施日時：2026 年 2 月 26 日 10:00～11:30 

実施場所  ：フェリスエコムⅠ棟 

出席者   ： 

 〈構成員〉6 名 

  ご利用者      1 名 

ご利用者家族    １名 

地域の関係者    ２名（自治会、近隣住民） 

福祉に知見のある方 １名（相談支援センター） 

行政        1 名（市障害福祉課） 

〈職員〉４名 

管理者、事務局⾧、生活支援員、世話人 

 

会議内容  

① 開会挨拶 

管理者）挨拶 

② 構成員の方紹介 

管理者）出席者の紹介を行った 

③ 地域連携推進会議・共同生活援助について 

事務局⾧）地域連携推進会議の４つの目的と会議の役割についてと共同生活援助につ

いて説明を行い、個人情報取り扱いのお願いをした。 

④ 構成員の役割について 

事務局⾧）構成員の役割について説明を行った。 

⑤ 施設訪問時に確認するポイントについて 

事務局⾧）訪問時に確認するポイントの説明を行った。 

⑥ フェリスエコムの概要 

・2023 年 8 月開設 

・建物 2 棟 

・定員 12 名（男性 6 名、女性 6 名） 

・支援内容 帰宅時支援（16：00～9：00） 

・運営法人 NPO 法人ミスナ（設立 2014 年 6 月） 

・関連事業 就労継続支援 B 型事業所 エコム 

⑦ 令和 7 年度事業計画書の基本方針・事業内容 



  事務局⾧）基本方針・事業内容の説明を行った 

⑧ 令和 6 年度報告書の事業成果と生活支援状況 

事務局⾧）事業成果と生活支援状況の説明を行った。 

⑨ 世話人・生活支援員の体制 

直接雇用 6 名 内 5 名夜勤兼務（シフト制勤務） 

食事提供・服薬管理の支援・バイタルチェック等のサービスを提供している 

⑩ 苦情解決マニュアル策定について 

 入居者からの苦情   ０件 

 近隣住民からの苦情  ０件 

⑪ 地域行事への参加について 

事務局⾧）地域行事への参加は入居者体調を考え、できるだけ参加して行きたい。 

⑫ 事故・ヒヤリハット 

事務局⾧）令和 5 年度、令和 6 年度事業報告書「各入居者の事故等の状況」において

事故０件として報告。 

⑬ 業務継続計画（ＢＣＰ） 

事務局⾧）ＢＣＰを策定し対応計画を整備していることを説明した。 

・感染症対応事業継続計画  令和 4 年 4 月策定 

・自然災害発生時における業務継続計画 令和 5 年 4 月 

 避難訓練は年 2 回実施（マニュアルの再認識のため） 

 令和 6 年 11 月七和地区防災タウンウォッチングに参加（防災マップ作成のため） 

 地域住民の方々と睦美ケ丘区域内を一緒に歩き、危険個所・避難ルート等の把握を 

行い、防災の意識を高めることができた。 

⑭ 入居者の権利擁護 

事務局⾧）虐待防止・身体拘束マニュアルを策定し、入居者の安心と安全を提供する

サービスを提供していることを説明。また、職員に虐待防止の研修や早期発見による

職員自身のセルフチェックを定期的に行っている。 

⑮ 質問・意見交換 

福祉に知見のある人）入居者の満足度調査などを定期的に行い可視化するとよいので

はないでしょうか。  

  行政）職員不足の問題もあるので、職員からのアンケートで離職率を下げる効果もあ

るのではないでしょうか。また引継ぎノートはどうされていますか。 

  管理者）緊急時はグループライン、それ以外は引継ぎノートで対応している。職員間

のコミュニケーションが取れており、緊急時でも職員が近隣に住んでいるので早く対

応ができています。 

  地域の関係者）秋祭りなどの行事参加について積極的に声をかけてよいか分からな

い。また 



非常時の対応が分からない。 

  管理者）行事に関しては案内をいただけるとご利用者の特性・体調を考慮し参加を考

えていきたいと思う。非常時はＢＣＰ計画があり、何か困ったことがあれば施設側か

らお願いをします。 

  福祉に知見のある人）住民の方からすれば、わからないので触れ合う機会があると理

解しあえ地域で支えあうことができる。 

  地域の関係者）朝など畑をしていると楽しそうな声が聞こえてきてよい。 

  ご利用者家族）2 年半入居し、家族がかかわりすぎるのはどうだろうと思うところも

ありますが、感謝しています。地域の方々と交流できてよかった。 

  管理者）利用者様にグループホームが好きと言ってもらえるのは支援冥利につきる。 

  地域の関係者）草刈りを 3 班に分けて日曜日に行っているので、参加してもらえると

交流できると思う 

  行政）ＢＣＰや避難計画は緊急時になかなか計画通りにできないので交流・訓練が大

事なので、利用者の特性は共有してもよいかと思う。 

  管理者）グループホームのある場所は海抜が高く地盤もよいので災害時は地域の避難

所を担うのも考えている。また、防災訓練は消防署に協力してもらい消火器を使った

訓練も考えています。 

  地域の関係者）一般就労している方は日曜日にグループホームに居ますか？ 

  管理者）自宅に帰っています。 

  地域の関係者）夜間に職員は居ますか？ 

  管理者）夜勤者が一名、必ず居ます。日中は居ないことがあるが、電話は管理者へ転

送されるようになっています。 

・入居者への質問 

  グループホームでの生活はどうですか？ 

   回答）入居当時は環境の変化があったが、今は安定し問題なく過ごしています。 

  食事はどうですか？ 

   回答）ボリュームがあって美味しいです。   

  休みの日は何をして過ごしていますか？ 

   回答）芸術活動をしています。絵をかいたり、音楽を聴いたりしています。 

 

⑯ 施設見学 

⑰ 閉会の挨拶 

   


